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Web公開前の事故を防ぐHTML構造・OGP・メタタグ・表記揺れ検品ハンドブック

外注納品物と自社LPを5分で監査する品質チェックリストと自動検査ツール

著者：実務データ設計室



はじめに — 本書の目的と対象読者

title・description文字数超過、OGP未設定、h1複数混入・見出し階層飛ばし、alt属性漏れ、ダミーURL（#やexample.com）残存を公開前に一括検出する実務書＆監査ツール。

日々の業務で扱うCSVやTSV、売上台帳、在庫リスト、請求・経費の集計表は、複数のシステムや担当者の手を経るうちに少しずつ形式が崩れていきます。先頭ゼロが消えた商品コード、全角と半角が混在した数量、カンマや通貨記号が入った金額欄、2026/10/27 と 2026-10-27 が混じる日付列、そして目視では気づきにくい主キーの重複や単価×数量の計算不一致。これらを毎月の締め日やデータ取り込みの直前に手作業で直していると、確認作業だけで数時間が消え、修正漏れによる手戻りが発生します。

本書は、現場の実務担当者が「手作業での目視確認」から脱却し、定型ルールに基づく即時検品とクレンジングの仕組みを自分の手元に持つことを目的に執筆されました。

本書の3つの特徴


	実務で頻発するデータ不整合パターンを体系化



現場で実際に起きる入力ミス・変換事故・集計ズレを原因別に整理し、どの順序で検査・正規化すべきかを具体的な手順として解説しています。


	ブラウザだけで完結する単一HTMLワークベンチとの連動



社内規定で新しいソフトウェアをインストールしづらい環境でも、ローカルのWebブラウザで開くだけで使える単一HTML形式の検品・集計計算機（html_seo_audit_workbench.html）の設計と活用法を収録しています。外部通信を一切行わず、手元のPC内だけで安全にデータを検証できます。


	Python標準ライブラリだけで動くCLIツールの完全解説



外部パッケージの追加導入を必要とせず、OS標準のPython環境だけでそのまま動くコマンドライン検品スクリプト（html_seo_audit_cli.py）の実装と定時バッチへの組み込み方を詳しく紹介しています。

対象とする読者


	毎月の売上・在庫・請求・勤怠・予算データの集計と突合に時間を取られている実務担当者・経理担当者

	取引先や外部システムから受け取るCSVデータの表記揺れ・フォーマット崩れに悩んでいるEC運営者・バックオフィス責任者

	属人化したスプレッドシートの手作業修正を、再現性のある検品ルールと軽量ツールに置き換えたいエンジニア・業務改善担当者



本書の第1章から順に読み進めることで、データ品質を守る原則から具体的なツール運用、さらに部門別の実践レシピまでを一気通貫で習得できます。すぐに手元のデータを検査したい方は、第3章または第4章から読み始めていただいても構いません。


第1章 LP・Webページ公開直後に発覚する典型的な設定漏れ

本章の焦点：SNSシェア時のOGP事故とダミーリンク残存



1.1 実務における課題の整理と設計方針

title・description文字数超過、OGP未設定、h1複数混入・見出し階層飛ばし、alt属性漏れ、ダミーURL（#やexample.com）残存を公開前に一括検出する実務書＆監査ツール。

現場の業務フローにおいて、「SNSシェア時のOGP事故とダミーリンク残存」を曖昧なまま手作業で処理していると、担当者ごとの判断ブレや集計ミスが避けられません。本章では、入力データの構造を厳密に定義し、再現性のある検算・判定プロセスへ落とし込む手順を解説します。

標準入力カラム定義（主キー：page_id）


	page_id

	url_path

	title_length

	meta_desc_length

	h1_count

	missing_alt_count

	dummy_link_count

	ogp_complete





1.2 自動検証・計算機能（コアロジック）

本パッケージで提供するブラウザ版ワークベンチ（html_seo_audit_workbench.html）およびコマンドラインツール（html_seo_audit_cli.py）は、以下の機能を標準搭載しています。


	title/description文字数適正判定

	h1重複・欠損検査

	画像alt漏れ・ダミーリンク残存検出

	公開可否監査レポート出力





1.3 実践コマンドと運用チェックポイント

手元のCSVデータに対して一括検証と正規化を実行する場合は、以下のコマンドを使用します。

/usr/bin/python3 html_seo_audit_cli.py samples/problem_data.csv \
  --key page_id \
  --fix \
  --output-csv samples/verified_output.csv \
  --output-json samples/report.json

現場導入時の確認事項


	確認フェーズ	点検項目	合格基準


	1. 入力データ受領時	必須カラム（全8列）の存在と主キー page_id の一意性	欠損列0件・重複キー0件

	2. 数値・日付正規化	全角数字・カンマ・通貨記号・前後空白の除去	型変換エラー0件

	3. 業務ロジック検算	SNSシェア時のOGP事故とダミーリンク残存に関する閾値および計算整合性	指摘エラー0件（終了コード 0）

	4. 証跡保存	修正前後の差分確認とJSONレポートの保管	月次フォルダへの保存完了





第2章 メタ情報・見出し階層・画像alt属性の検収基準

本章の焦点：発注側と制作側で合意すべき定量ルール



2.1 実務における課題の整理と設計方針

title・description文字数超過、OGP未設定、h1複数混入・見出し階層飛ばし、alt属性漏れ、ダミーURL（#やexample.com）残存を公開前に一括検出する実務書＆監査ツール。

現場の業務フローにおいて、「発注側と制作側で合意すべき定量ルール」を曖昧なまま手作業で処理していると、担当者ごとの判断ブレや集計ミスが避けられません。本章では、入力データの構造を厳密に定義し、再現性のある検算・判定プロセスへ落とし込む手順を解説します。

標準入力カラム定義（主キー：page_id）


	page_id

	url_path

	title_length

	meta_desc_length

	h1_count

	missing_alt_count

	dummy_link_count

	ogp_complete





2.2 自動検証・計算機能（コアロジック）

本パッケージで提供するブラウザ版ワークベンチ（html_seo_audit_workbench.html）およびコマンドラインツール（html_seo_audit_cli.py）は、以下の機能を標準搭載しています。


	title/description文字数適正判定

	h1重複・欠損検査

	画像alt漏れ・ダミーリンク残存検出

	公開可否監査レポート出力





2.3 実践コマンドと運用チェックポイント

手元のCSVデータに対して一括検証と正規化を実行する場合は、以下のコマンドを使用します。

/usr/bin/python3 html_seo_audit_cli.py samples/problem_data.csv \
  --key page_id \
  --fix \
  --output-csv samples/verified_output.csv \
  --output-json samples/report.json

現場導入時の確認事項


	確認フェーズ	点検項目	合格基準


	1. 入力データ受領時	必須カラム（全8列）の存在と主キー page_id の一意性	欠損列0件・重複キー0件

	2. 数値・日付正規化	全角数字・カンマ・通貨記号・前後空白の除去	型変換エラー0件

	3. 業務ロジック検算	発注側と制作側で合意すべき定量ルールに関する閾値および計算整合性	指摘エラー0件（終了コード 0）

	4. 証跡保存	修正前後の差分確認とJSONレポートの保管	月次フォルダへの保存完了





第3章 単一HTMLページ監査ワークベンチの使い方

本章の焦点：検査一覧CSVやHTMLソースから即座に指摘事項を抽出



3.1 実務における課題の整理と設計方針

title・description文字数超過、OGP未設定、h1複数混入・見出し階層飛ばし、alt属性漏れ、ダミーURL（#やexample.com）残存を公開前に一括検出する実務書＆監査ツール。

現場の業務フローにおいて、「検査一覧CSVやHTMLソースから即座に指摘事項を抽出」を曖昧なまま手作業で処理していると、担当者ごとの判断ブレや集計ミスが避けられません。本章では、入力データの構造を厳密に定義し、再現性のある検算・判定プロセスへ落とし込む手順を解説します。

標準入力カラム定義（主キー：page_id）


	page_id

	url_path

	title_length

	meta_desc_length

	h1_count

	missing_alt_count

	dummy_link_count

	ogp_complete





3.2 自動検証・計算機能（コアロジック）

本パッケージで提供するブラウザ版ワークベンチ（html_seo_audit_workbench.html）およびコマンドラインツール（html_seo_audit_cli.py）は、以下の機能を標準搭載しています。


	title/description文字数適正判定

	h1重複・欠損検査

	画像alt漏れ・ダミーリンク残存検出

	公開可否監査レポート出力





3.3 実践コマンドと運用チェックポイント

手元のCSVデータに対して一括検証と正規化を実行する場合は、以下のコマンドを使用します。

/usr/bin/python3 html_seo_audit_cli.py samples/problem_data.csv \
  --key page_id \
  --fix \
  --output-csv samples/verified_output.csv \
  --output-json samples/report.json

現場導入時の確認事項


	確認フェーズ	点検項目	合格基準


	1. 入力データ受領時	必須カラム（全8列）の存在と主キー page_id の一意性	欠損列0件・重複キー0件

	2. 数値・日付正規化	全角数字・カンマ・通貨記号・前後空白の除去	型変換エラー0件

	3. 業務ロジック検算	検査一覧CSVやHTMLソースから即座に指摘事項を抽出に関する閾値および計算整合性	指摘エラー0件（終了コード 0）

	4. 証跡保存	修正前後の差分確認とJSONレポートの保管	月次フォルダへの保存完了





第4章 Python CLIによる納品フォルダ一括監査スクリプト

本章の焦点：CIやローカル端末で動く高速チェッカー



4.1 実務における課題の整理と設計方針

title・description文字数超過、OGP未設定、h1複数混入・見出し階層飛ばし、alt属性漏れ、ダミーURL（#やexample.com）残存を公開前に一括検出する実務書＆監査ツール。

現場の業務フローにおいて、「CIやローカル端末で動く高速チェッカー」を曖昧なまま手作業で処理していると、担当者ごとの判断ブレや集計ミスが避けられません。本章では、入力データの構造を厳密に定義し、再現性のある検算・判定プロセスへ落とし込む手順を解説します。

標準入力カラム定義（主キー：page_id）


	page_id

	url_path

	title_length

	meta_desc_length

	h1_count

	missing_alt_count

	dummy_link_count

	ogp_complete





4.2 自動検証・計算機能（コアロジック）

本パッケージで提供するブラウザ版ワークベンチ（html_seo_audit_workbench.html）およびコマンドラインツール（html_seo_audit_cli.py）は、以下の機能を標準搭載しています。


	title/description文字数適正判定

	h1重複・欠損検査

	画像alt漏れ・ダミーリンク残存検出

	公開可否監査レポート出力





4.3 実践コマンドと運用チェックポイント

手元のCSVデータに対して一括検証と正規化を実行する場合は、以下のコマンドを使用します。

/usr/bin/python3 html_seo_audit_cli.py samples/problem_data.csv \
  --key page_id \
  --fix \
  --output-csv samples/verified_output.csv \
  --output-json samples/report.json

現場導入時の確認事項


	確認フェーズ	点検項目	合格基準


	1. 入力データ受領時	必須カラム（全8列）の存在と主キー page_id の一意性	欠損列0件・重複キー0件

	2. 数値・日付正規化	全角数字・カンマ・通貨記号・前後空白の除去	型変換エラー0件

	3. 業務ロジック検算	CIやローカル端末で動く高速チェッカーに関する閾値および計算整合性	指摘エラー0件（終了コード 0）

	4. 証跡保存	修正前後の差分確認とJSONレポートの保管	月次フォルダへの保存完了





第5章 表記揺れ・景表法注意語句・必須リンクの自動点検

本章の焦点：特商法表記・プライバシーポリシー導線の確認



5.1 実務における課題の整理と設計方針

title・description文字数超過、OGP未設定、h1複数混入・見出し階層飛ばし、alt属性漏れ、ダミーURL（#やexample.com）残存を公開前に一括検出する実務書＆監査ツール。

現場の業務フローにおいて、「特商法表記・プライバシーポリシー導線の確認」を曖昧なまま手作業で処理していると、担当者ごとの判断ブレや集計ミスが避けられません。本章では、入力データの構造を厳密に定義し、再現性のある検算・判定プロセスへ落とし込む手順を解説します。

標準入力カラム定義（主キー：page_id）


	page_id

	url_path

	title_length

	meta_desc_length

	h1_count

	missing_alt_count

	dummy_link_count

	ogp_complete





5.2 自動検証・計算機能（コアロジック）

本パッケージで提供するブラウザ版ワークベンチ（html_seo_audit_workbench.html）およびコマンドラインツール（html_seo_audit_cli.py）は、以下の機能を標準搭載しています。


	title/description文字数適正判定

	h1重複・欠損検査

	画像alt漏れ・ダミーリンク残存検出

	公開可否監査レポート出力





5.3 実践コマンドと運用チェックポイント

手元のCSVデータに対して一括検証と正規化を実行する場合は、以下のコマンドを使用します。

/usr/bin/python3 html_seo_audit_cli.py samples/problem_data.csv \
  --key page_id \
  --fix \
  --output-csv samples/verified_output.csv \
  --output-json samples/report.json

現場導入時の確認事項


	確認フェーズ	点検項目	合格基準


	1. 入力データ受領時	必須カラム（全8列）の存在と主キー page_id の一意性	欠損列0件・重複キー0件

	2. 数値・日付正規化	全角数字・カンマ・通貨記号・前後空白の除去	型変換エラー0件

	3. 業務ロジック検算	特商法表記・プライバシーポリシー導線の確認に関する閾値および計算整合性	指摘エラー0件（終了コード 0）

	4. 証跡保存	修正前後の差分確認とJSONレポートの保管	月次フォルダへの保存完了





第6章 現場で実際に起きたトラブル事例と完全復旧ケーススタディ

公開前の検品で難しいのは、問題を見つけることだけではない。指摘を修正担当者に伝え、修正版を取り違えずに確認し、公開済みのページまで復旧したと証明する必要がある。本章では、実務で起こりやすい事故を、検証用の数値を用いた三つの再構成事例として扱う。特定企業の実績を示すものではない。

各事例で共通する原則は、検出件数と影響範囲を分けて記録することだ。missing_alt_count=3は属性がない画像要素が三つあることを意味し、三ページに問題があるという意味ではない。また、検査が途中で失敗したページをゼロ件として扱ってはならない。「問題なし」と「確認できなかった」は、運用上まったく異なる状態である。

6.1 監査結果の読み方を先に固定する

必須カラムは次の八つとする。文字数はHTMLの文字参照を復元し、前後の空白を除いた文字列をPythonのlen()で数える。表示幅や検索結果での表示文字数を保証する値ではない。


	カラム	定義	判定上の注意


	page_id	ページを追跡する固定識別子	URL変更後も原則維持する

	url_path	検査対象の公開パス	クエリ付きページの扱いを別途決める

	title_length	title本文の文字数	未設定と空文字はともに0になる

	meta_desc_length	descriptionの文字数	重複指定は別の指摘で残す

	h1_count	h1要素数	件数だけで構造の適否は断定しない

	missing_alt_count	alt属性がないimg要素数	alt=""とは区別する

	dummy_link_count	仮リンク規則に一致するa要素数	同一URLも出現ごとに数える

	ogp_complete	必須OGP四項目が非空か	到達性や画像の妥当性は別途確認する




本書の運用例では、titleは1〜35文字、descriptionは1〜120文字、h1は一つを公開前の社内基準とする。これは検索サービスやHTMLの普遍的な制限ではない。見出し階層の飛びも、ただちに仕様違反と断定せず、文書の構造を確認するための指摘として扱う。

OGPの必須項目はog:title、og:type、og:url、og:imageとする。四つが存在していても、古い画像や検証環境のURLを指している可能性がある。八カラムは監査の入口であり、完全な品質保証ではない。

6.2 ケース1：共通テンプレートの差し替えでメタ情報が逆戻りした

失敗シナリオと発見

外注先から納品された24ページのLP群で、初回検品時には各ページ固有のtitleとdescriptionが設定されていた。その後、公開直前に共通ヘッダーの表示崩れが見つかり、制作担当者が古いテンプレートを使って再出力した。

目視確認は修正対象のヘッダー周辺だけに集中した。結果として、18ページのtitleが長い共通文言へ戻り、6ページのdescriptionが消え、12ページからOGP設定が抜けた。各件数には重複があるため、合計36ページの不具合と数えてはいけない。


	page_id	url_path	title_length	meta_desc_length	h1_count	missing_alt_count	dummy_link_count	ogp_complete


	lp-001	/service/a/	62	0	1	0	0	false

	lp-002	/service/b/	59	142	1	0	0	false

	lp-003	/service/c/	31	96	1	0	0	true




公開後、担当者が共有プレビューを確認して初めて異常に気づいた。ページ本文は正しく表示されていたため、通常の画面確認では発見できなかった。

原因分析

直接の原因は古いテンプレートへの差し戻しだったが、管理上の問題は三つあった。第一に、検品済みファイルと公開ファイルの対応が記録されていなかった。第二に、共通部分の修正を局所的な変更と見なし、全ページの再検査を省略した。第三に、OGPの有無だけを確認し、公開URLと画像の組み合わせを確認していなかった。

「初回納品は合格だった」という事実は、後続の成果物を保証しない。検査結果はページの名前ではなく、その時点の成果物に結び付ける必要がある。

完全復旧までの手順


	公開中の24ページと直前の納品物を保存し、影響範囲を確定する。

	検品済みのメタ情報を基準に、最新版テンプレートへ修正を適用する。

	全24ページを再検査し、共通修正による別の欠落がないか確認する。

	修正版を配置し、公開URLから取得したHTMLを再検査する。

	OGP画像の応答、画像内容、共有先のプレビューを確認する。

	成果物の識別情報、検査日時、承認者を復旧記録に残す。



修正後は、titleが24〜34文字、descriptionが72〜112文字に収まり、24ページすべてで必須OGPがそろった。ただし、共有先に古い情報が残る場合は、HTML修正の完了とプレビュー更新の確認を別の状態として管理する。外部キャッシュの反映を待っている間に、復旧全体を完了扱いにしない。

再発防止策として、共通テンプレートを変更した場合は対象全ページを再検査する規則を追加した。合格報告には成果物のハッシュ値を付け、公開担当者が別のファイルを選んだ時点で、検査済みという扱いを引き継げないようにした。

6.3 ケース2：部品の組み合わせで見出しと画像説明が崩れた

失敗シナリオと発見

商品紹介ページを12ページ制作する案件で、メインビジュアルと導入事例の部品が別々に作られた。各部品は単体では自然に見えたが、それぞれにh1が含まれていた。さらに、説明欄の見出しは文字サイズを合わせる目的でh2からh4へ変更されていた。

画像については、装飾画像にalt=""が付いている一方、商品写真と図解の一部にはalt属性そのものがなかった。画面上の見た目が同じであるため、レビューでは区別されなかった。


	検査項目	修正前	修正後	確認方法


	h1が二つあるページ	8	0	文書全体の要素数

	見出し階層が飛ぶページ	5	0	見出しの出現順

	alt属性がない画像要素	27	0	img属性の有無

	空のaltを持つ画像要素	19	23	用途を見て個別判断




修正後に空のaltが増えているのは、四つの装飾画像に明示的な空文字を設定したためである。すべての画像に説明文を入れることが改善とは限らない。

原因分析

部品の設計書に、ページ全体での役割が定義されていなかった。見出しレベルが文字の大きさとして扱われ、文書構造と見た目が混同されていた。また、検品表には「画像説明を確認」としか書かれておらず、属性欠落、空文字、不適切な説明文が一つの項目にまとめられていた。

h1が複数あることだけで、すべてのページを不適切と断定することも避けるべきだ。この案件では「ページの主題を示すh1は一つ」という設計方針があったため、その方針との不一致として修正対象にした。

完全復旧までの手順

最初に、ページごとの主題と節の構成を文章で書き出した。次に、メインの題名をh1、主要な節をh2、節内の小見出しをh3へ整理した。文字サイズはCSSで維持し、構造変更が見た目の退行を引き起こさないようにした。

画像は、商品を説明する画像、本文と同じ情報を繰り返す画像、装飾画像、リンクとして機能する画像に分けた。商品写真には必要な特徴を簡潔に記述し、装飾画像には空のaltを設定した。リンク画像では、画像の外観より移動先や操作目的が伝わる表現を優先した。

再検査では、12ページすべての構造検査に加え、代表ページで見出し一覧と読み上げ順を確認した。missing_alt_count=0だけを合格理由にせず、「画像」「写真」といった役に立たない説明が残っていないかも確認した。

再発防止として、部品の仕様に使用可能な見出しレベルと画像の役割を追記した。部品単体の検査に加えて、実際に組み合わせた完成ページを必ず検査する工程を設けた。

6.4 ケース3：仮リンクの除去が本物の導線まで壊した

失敗シナリオと発見

キャンペーンサイト40ページで、公開前のリンク検査から63件の仮リンク候補が見つかった。担当者は文字列の一括置換で対応しようとしたが、ページ内リンクまで削除対象に含めてしまった。


	候補の種類	件数	正しい対応


	href="#"	21	実URLへの置換、または操作部品へ変更

	https://example.com/...	16	確定した公開先へ置換

	有効な#section	18	対象IDを確認して維持

	存在しないIDへの参照	8	参照先またはIDを修正




単に#を含むかどうかで判定すると、有効なページ内リンク18件まで仮リンクと誤認する。一方、dummy_link_countを#と例示ドメインだけの検出に限定する場合、存在しないIDへの参照8件は別の検査で拾う必要がある。

原因分析と復旧

問題の根本は、「リンクの種類」と「リンクが正しく機能するか」を同じ検査に押し込めたことだった。仮URLの検出、ページ内参照の整合性、外部URLの応答確認は、異なる判定である。

復旧ではまず、一括置換前の版と比較して18件の正常な導線を戻した。続いて37件の仮リンクを確定URLまたは適切な操作要素へ変更し、8件の参照先不一致を修正した。最後に、申込、資料請求、戻る導線を実際に操作した。

公開先での確認では、リンク先が応答していても、別商品の申込画面へ移動していないかを調べた。応答コードが正常であることと、業務上正しい到達先であることは別の条件だからだ。

再発防止策は、仮リンクを残す場合に管理票へ担当者と確定期限を登録すること、ページ内リンクを専用の検査へ分離すること、一括置換後には差分と主要導線を確認することである。

6.5 復旧完了を判断する共通条件

三つの事例はいずれも、数値をゼロにするだけでは復旧しない。対象ページがすべて検査され、公開された成果物と検査対象が一致し、主要な操作と情報表示が確認できて初めて完了とする。

表記揺れも同様だ。「お問い合わせ」と「お問合せ」の混在を統一しても、引用文や固有名詞まで書き換えてはならない。承認された表記辞書と例外を用意し、機械的な候補抽出の後に文脈を確認する。

復旧記録には、発見時刻、対象範囲、原因、修正内容、再検査結果、残課題を残す。例外を認める場合は、対象ページ、理由、責任者、期限を明記する。この記録があれば、次の担当者は同じ問題を最初から調査せずに済む。


第7章 月次・日次運用の自動化スクリプト応用レシピと監査チェックリスト

日々の検品を安定させるには、検査の速さよりも、入力と判定が毎回同じになることが重要である。担当者の記憶に頼らず、対象一覧、検査規則、結果ファイル、終了コードを一つの運用として定義する。本章では、Python標準ライブラリで保存済みHTMLを検査し、必須八カラムのCSVを出力する構成を示す。

7.1 入力一覧を検査対象の正本にする

検査対象をディレクトリ内のHTML検索だけで決めると、成果物から消えたページを見落とす。そこで、公開予定ページの一覧をpages.csvとして管理する。検査対象が欠けていれば、読み込みエラーとして停止できる。

page_id,url_path,html_file
lp-001,/service/a/,service/a/index.html
lp-002,/service/b/,service/b/index.html
lp-003,/contact/,contact/index.html

html_fileは成果物ディレクトリからの相対パスとし、CSV出力には含めない。page_idとurl_pathの重複は入力エラーにする。文字コードはUTF-8に統一し、読み込み時に不正なバイトを置き換えない。壊れた入力を黙って処理すると、文字数や説明文の欠落を誤判定するためである。

以下の実装は、保存済みHTMLの静的検査を対象とする。ブラウザ内で後から追加される要素、画像の表示内容、外部URLの応答は検査しない。動的なページでは、別工程で取得した描画後のHTMLも検査対象にする。

7.2 HTMLを解析して八カラムを作る

次のコードをaudit.pyとして保存する。例示ドメインはURLのホスト名で判定し、本文に文字列が含まれるだけでは仮リンクに数えない。

import csv
import os
import sys
import tempfile
from html.parser import HTMLParser
from pathlib import Path
from urllib.parse import urlsplit

FIELDS = [
    "page_id", "url_path", "title_length",
    "meta_desc_length", "h1_count",
    "missing_alt_count", "dummy_link_count",
    "ogp_complete",
]
OG_KEYS = {"og:title", "og:type", "og:url", "og:image"}


def is_dummy(value):
    value = value.strip()
    if value in {"", "#"}:
        return True
    try:
        host = (urlsplit(value).hostname or "").lower()
    except ValueError:
        return True
    host = host.rstrip(".")
    return host == "example.com" or host.endswith(".example.com")


class PageParser(HTMLParser):
    def __init__(self):
        super().__init__(convert_charrefs=True)
        self.titles = []
        self.in_title = False
        self.descriptions = []
        self.og = {}
        self.h1_count = 0
        self.missing_alt_count = 0
        self.dummy_link_count = 0

    def handle_starttag(self, tag, attrs):
        values = dict(attrs)
        if tag == "title":
            self.titles.append("")
            self.in_title = True
        elif tag == "h1":
            self.h1_count += 1
        elif tag == "img" and "alt" not in values:
            self.missing_alt_count += 1
        elif tag == "a" and "href" in values:
            if is_dummy(values["href"] or ""):
                self.dummy_link_count += 1
        elif tag == "meta":
            name = (values.get("name") or "").strip().lower()
            prop = (values.get("property") or "").strip().lower()
            content = (values.get("content") or "").strip()
            if name == "description":
                self.descriptions.append(content)
            if prop in OG_KEYS:
                self.og.setdefault(prop, []).append(content)

    def handle_endtag(self, tag):
        if tag == "title":
            self.in_title = False

    def handle_data(self, data):
        if self.in_title:
            self.titles[-1] += data

    def make_row(self, page_id, url_path):
        title = self.titles[0].strip() if self.titles else ""
        desc = self.descriptions[0] if self.descriptions else ""
        complete = all(
            any(self.og.get(key, [])) for key in OG_KEYS
        )
        return {
            "page_id": page_id,
            "url_path": url_path,
            "title_length": len(title),
            "meta_desc_length": len(desc),
            "h1_count": self.h1_count,
            "missing_alt_count": self.missing_alt_count,
            "dummy_link_count": self.dummy_link_count,
            "ogp_complete": "true" if complete else "false",
        }

空のhrefは仮リンクに含めるが、href属性のないa要素は数えない。リンクとして使うべき要素が操作できない問題は、別の操作確認で扱う。#sectionもこの関数では仮リンクとしないため、参照先IDが存在するかを別途検査する必要がある。

ogp_completeは四項目に非空の値があるかだけを表す。重複タグがあっても値が入っていればtrueになるため、次の判定処理で重複を別途検出する。属性があるだけのaltや空のaltについても、欠落件数とは分けて確認する。

7.3 判定と安全なCSV出力を追加する

次のコードを同じファイルへ続けて記述する。正常終了を0、品質基準への不適合を1、入力や実行の不備を2とする。これにより、制作物の修正と検査環境の修正を振り分けられる。

def problems(parser, row):
    found = []
    if len(parser.titles) != 1:
        found.append("titleの個数")
    if len(parser.descriptions) != 1:
        found.append("descriptionの個数")
    if not 1 <= row["title_length"] <= 35:
        found.append("titleの文字数")
    if not 1 <= row["meta_desc_length"] <= 120:
        found.append("descriptionの文字数")
    if row["h1_count"] != 1:
        found.append("h1の個数")
    if row["missing_alt_count"]:
        found.append("alt属性の欠落")
    if row["dummy_link_count"]:
        found.append("仮リンク")
    if row["ogp_complete"] != "true":
        found.append("OGPの不足")
    if any(len(v) > 1 for v in parser.og.values()):
        found.append("OGPの重複")
    return found


def write_csv(target, rows):
    target.parent.mkdir(parents=True, exist_ok=True)
    temp_path = None
    try:
        with tempfile.NamedTemporaryFile(
            mode="w", encoding="utf-8", newline="",
            dir=target.parent, delete=False,
        ) as stream:
            temp_path = Path(stream.name)
            writer = csv.DictWriter(stream, fieldnames=FIELDS)
            writer.writeheader()
            writer.writerows(rows)
        os.replace(temp_path, target)
    finally:
        if temp_path is not None:
            temp_path.unlink(missing_ok=True)


def run(manifest, root, target):
    root = root.resolve()
    rows = []
    seen_ids = set()
    seen_paths = set()
    has_problems = False

    with manifest.open(encoding="utf-8-sig", newline="") as stream:
        reader = csv.DictReader(stream)
        required = {"page_id", "url_path", "html_file"}
        if not required <= set(reader.fieldnames or []):
            raise ValueError("入力一覧の必須列が不足しています")

        for item in reader:
            page_id = (item.get("page_id") or "").strip()
            url_path = (item.get("url_path") or "").strip()
            source = (item.get("html_file") or "").strip()
            if not page_id or not url_path or not source:
                raise ValueError("入力一覧に空欄があります")
            if page_id in seen_ids or url_path in seen_paths:
                raise ValueError("入力一覧に重複があります")
            if not url_path.startswith("/") or url_path.startswith("//"):
                raise ValueError("公開パスの形式を確認してください")

            path = (root / source).resolve()
            if not path.is_relative_to(root):
                raise ValueError("成果物の外側は検査できません")

            parser = PageParser()
            parser.feed(path.read_text(encoding="utf-8"))
            parser.close()
            row = parser.make_row(page_id, url_path)
            found = problems(parser, row)
            if found:
                has_problems = True
                print(page_id + ": " + "、".join(found),
                      file=sys.stderr)

            rows.append(row)
            seen_ids.add(page_id)
            seen_paths.add(url_path)

    if not rows:
        raise ValueError("検査対象がありません")
    write_csv(target, rows)
    return 1 if has_problems else 0


if __name__ == "__main__":
    try:
        if len(sys.argv) != 4:
            raise ValueError(
                "使い方: python3 audit.py pages.csv dist result.csv"
            )
        status = run(*(Path(value) for value in sys.argv[1:]))
    except (OSError, UnicodeError, ValueError, csv.Error) as exc:
        print("検査を完了できませんでした: " + str(exc),
              file=sys.stderr)
        status = 2
    sys.exit(status)

Python 3.9以降を想定している。出力先と同じディレクトリに一時ファイルを置き、書き込み完了後に置き換えるため、途中までのCSVが正式結果として読まれるリスクを減らせる。ただし、停止時に以前の結果が残る可能性はある。実行ごとに別の出力先を使い、終了コードと組み合わせて読む必要がある。

このパーサーはブラウザのDOM構築を完全には再現しない。壊れたHTMLの修復結果や要素の配置妥当性まで保証するものではなく、HTML構文の検証は補助工程として追加する。

7.4 日次バッチへ接続する

日次処理では、成果物を確定させてから検査し、検査中に対象ファイルを書き換えない。実行用ディレクトリには日時だけでなく一意な識別子を付け、同時実行でも結果が混ざらないようにする。

import subprocess
import sys
from datetime import datetime, timezone
from pathlib import Path
from uuid import uuid4

stamp = datetime.now(timezone.utc).strftime("%Y%m%dT%H%M%SZ")
folder = Path("reports") / (stamp + "-" + uuid4().hex[:8])
folder.mkdir(parents=True)
result = folder / "result.csv"

try:
    with (folder / "audit.log").open(
        "w", encoding="utf-8"
    ) as log:
        process = subprocess.run(
            [
                sys.executable, "audit.py",
                "pages.csv", "dist", str(result),
            ],
            stdout=log,
            stderr=subprocess.STDOUT,
            timeout=300,
            check=False,
        )
    status = process.returncode
    if status not in {0, 1, 2}:
        status = 2
except (OSError, subprocess.TimeoutExpired):
    status = 2

(folder / "status.txt").write_text(
    str(status) + "\n", encoding="utf-8"
)
sys.exit(status)

スケジューラーからこの処理を呼び出し、0なら合格、1なら制作担当者の確認待ち、2なら運用担当者の調査待ちにする。結果ファイルが存在するだけで公開を許可してはいけない。実行識別子、終了コード、対象件数の三つを確認する。

監査結果には成果物の識別情報と規則の版も添付する。公開工程は検査済みの成果物をそのまま受け取り、途中で再構築した場合は再検査する。公開後には、主要URLから取得した内容と主要導線を確認する工程を設ける。

7.5 月次集計と表記揺れ検査の拡張

月次では、指摘総数に加えて不適合ページ率を集計する。分母は検査を完了したページ数とし、取得失敗や読み込み失敗は別に記録する。100ページ中10ページの不適合と、20ページ中10ページの不適合では改善判断が変わる。

前回との比較はpage_idをキーにする。新規ページ、削除ページ、継続ページを分け、対象が増えただけなのに品質が低下したと判断しない。規則を変更した月は変更前後をそのまま比較せず、同じ規則で再集計するか、集計条件の違いを明記する。

表記揺れは承認済み辞書から候補を抽出する。HTMLソース全体を単純置換するとURLや属性まで壊すため、検査対象は抽出した本文に限定する。候補の扱いは次のように分ける。


	候補	推奨表記	確認事項


	お問合せ	お問い合わせ	引用部分を除外する

	申込み	申し込み	固有の商品名を確認する

	WEB	Web	ブランド表記の例外を確認する




辞書には適用範囲、例外、承認日を持たせる。件数だけで担当者を評価せず、同じ部品から繰り返し発生している問題を優先して直す。

7.6 公開判定に使う監査チェックリスト

日次の確認では、機械判定の結果と人が確認する項目を併用する。


	[ ] 入力一覧と公開予定ページの件数が一致している。

	[ ] 未検査、読み込み失敗、時間切れが残っていない。

	[ ] 八カラムが規定順で出力され、真偽値の形式が統一されている。

	[ ] titleとdescriptionの重複、空文字、文字数を確認した。

	[ ] h1と見出し階層がページの内容に対応している。

	[ ] alt属性の欠落と、説明内容の適切さを別々に確認した。

	[ ] 仮リンク、ページ内参照、主要導線を確認した。

	[ ] OGPの値、公開URL、画像内容が一致している。

	[ ] 表記辞書の候補を文脈に沿って確認した。

	[ ] 公開対象が検査済み成果物と一致している。



月次には、期限切れの例外、繰り返す指摘、検査漏れのあったページ種別を確認する。規則を追加した場合は、既知の正常例と異常例で判定を確かめる。最後に、担当者不在でもログから原因と次の作業を判断できるかを点検する。運用の品質は、検査件数よりも、異常を確実に止めて修正へつなげられるかで決まる。


巻末付録 Web納品検収チェックリスト50項目

本章の焦点：ディレクター・制作担当者向け検収シート



6.1 実務における課題の整理と設計方針

title・description文字数超過、OGP未設定、h1複数混入・見出し階層飛ばし、alt属性漏れ、ダミーURL（#やexample.com）残存を公開前に一括検出する実務書＆監査ツール。

現場の業務フローにおいて、「ディレクター・制作担当者向け検収シート」を曖昧なまま手作業で処理していると、担当者ごとの判断ブレや集計ミスが避けられません。本章では、入力データの構造を厳密に定義し、再現性のある検算・判定プロセスへ落とし込む手順を解説します。

標準入力カラム定義（主キー：page_id）


	page_id

	url_path

	title_length

	meta_desc_length

	h1_count

	missing_alt_count

	dummy_link_count

	ogp_complete





6.2 自動検証・計算機能（コアロジック）

本パッケージで提供するブラウザ版ワークベンチ（html_seo_audit_workbench.html）およびコマンドラインツール（html_seo_audit_cli.py）は、以下の機能を標準搭載しています。


	title/description文字数適正判定

	h1重複・欠損検査

	画像alt漏れ・ダミーリンク残存検出

	公開可否監査レポート出力





6.3 実践コマンドと運用チェックポイント

手元のCSVデータに対して一括検証と正規化を実行する場合は、以下のコマンドを使用します。

/usr/bin/python3 html_seo_audit_cli.py samples/problem_data.csv \
  --key page_id \
  --fix \
  --output-csv samples/verified_output.csv \
  --output-json samples/report.json

現場導入時の確認事項


	確認フェーズ	点検項目	合格基準


	1. 入力データ受領時	必須カラム（全8列）の存在と主キー page_id の一意性	欠損列0件・重複キー0件

	2. 数値・日付正規化	全角数字・カンマ・通貨記号・前後空白の除去	型変換エラー0件

	3. 業務ロジック検算	ディレクター・制作担当者向け検収シートに関する閾値および計算整合性	指摘エラー0件（終了コード 0）

	4. 証跡保存	修正前後の差分確認とJSONレポートの保管	月次フォルダへの保存完了
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